
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年４月１４日以降に発生した熊本県熊本地方を震央とする熊本地震の発生により、熊本県の広い

範囲で甚大な被害が生じました。 

被災地では、被災した人々を支援しようと全国から多くのボランティアが駆け付けましたが、移動や情報、

精神的ケアなど、日常生活にも困難がある障害者の避難生活には、福祉関係者であるボランティアの支援が

必要不可欠となりました。 

今年度のボランティアのつどいでは、より過酷な状況であった障害者を支援しようと開設した「被災地障

害者センターくまもと」の活動から、私たちが日常から意識しておく大切な視点について学習します。 

 

 講 師 

熊本学園大学 教授 

被災地障害者センターくまもと 事務局長 
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―プロフィール― 

１９５３年生 

弁護士、熊本学園大学教授。平成２２年４月より、内閣府障がい者

制度改革推進会議担当室室長を務める。平成２４年７月より、内閣

府障害者制度改革担当室室長。平成２８年４月より被災地障害者セ

ンターくまもと事務局長に就任。 

料 金 無 料 

期 日 平成２９年３月１９日（日） 

時 間 １３時３０分～１５時（受付１３時～） 

会 場 直方市総合福祉センター（直方市大字山部６１６―１４５） 

申込み 裏面に必要事項を記入のうえご連絡ください。（郵送、電話、メール、FAX 可） 

直方市社会福祉協議会 〒８２２－００３４ 直方市大字山部６１６－１４５ 

TEL：０９４９－２３－２５５１ FAX：０９４９－２３－２５５２ 

E-mail：nogata-shakyo@fuga.ocn.ne.jp 

主催：直方市ボランティア連絡協議会、直方市社会福祉協議会 共催：障がい者問題を考える直方市連絡会議 

赤い羽根共同募金配分事業 

「安心してください。」 


